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おかや総合福祉センター［諏訪湖ハイツ］がオープン!（9/12） 
～市民が集い憩える場所に～ 
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投票率は50.63％ 
　
任
期
満
了
に
伴
う
岡
谷
市
長
選
挙
が
９
月
21
日
に
行

わ
れ
、
現
職
の
林
新
一
郎
候
補
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
市
長
選
挙
は
、
現
職
の
林
新
一
郎
氏
（
無
所

属
・
55
歳
）
と
新
人
の
宮
下
三
喜
夫
氏
（
無
所
属
・
51

歳
）
の
二
人
が
立
候
補
。
９
月
14
日
の
告
示
以
来
、
７

日
間
に
わ
た
り
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
即

日
開
票
の
結
果
、
林
新
一
郎
現
市
長
が
１
万
７
０
７
０

票
を
獲
得
し
、
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。 

新一郎 現市長が再選 

林　新一郎 

宮下三喜夫 

17,070票 

5,172票 

市長選挙の開票結果 市長選挙の開票結果 

（無効　512票） 

当 ◯ 

　
そ
の
結
果
、
午
後
８
時
の
最
終
投
票
率

は
、
平
均
50
・
63
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
前
回
（
平
成
11
年
）
の
平
均
72
・

32
％
を
21
・
69
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
投
票
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
各
投
票
所
の
投
票
率
で
は
、
夏

明
が
最
高
で
67
・
76
％
。
続
い
て
岡
谷
59

・
76
％
、
新
屋
敷
59
・
71
％
と
な
っ
て
お

り
、
最
低
は
東
堀
46
・
31
％
で
し
た
。 

 

開
票
の
状
況 

　
開
票
は
、
午
後
９
時
か
ら
市
役
所
９
階

大
会
議
室
で
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。
開

票
は
順
調
に
進
み
、
午
後
９
時
40
分
の
第

１
回
中
間
速
報
以
降
、
20
分
ご
と
に
速
報

を
発
表
。
そ
の
後
、
10
時
30
分
に
「
林
新

一
郎
候
補
１
万
７
０
７
０
票
」「
宮
下
三

喜
夫
候
補
５
１
７
２
票
」
を
発
表
し
開
票 

　
今
回
の
市
長
選
挙
は
、
現
職
の
林
新
一

郎
氏
と
新
人
の
宮
下
三
喜
夫
氏
の
二
人
が

立
候
補
し
、
広
域
合
併
論
議
を
中
心
に
選

挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
告
示
日
直
前
ま
で
現
職
の
林
新
一
郎
氏

し
か
立
候
補
予
定
の
表
明
が
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
市
民
の
関
心
は
低

く
、
最
終
投
票
率
は
50
・
63
％
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
不
在
者
投
票
は
１
７
６
６
票
で

し
た
。 

 

投
票
の
状
況 

　
市
長
選
挙
の
投
票
は
、
市
内
22
の
投
票

所
で
午
前
７
時
か
ら
記
号
式
投
票
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
日
の
９
月
21
日

は
、
は
げ
し
い
雨
と
風
の
影
響
の
た
め
、

有
権
者
の
出
足
は
に
ぶ
く
、
各
投
票
所
と

も
投
票
率
は
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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　このたびの市長選挙におきまして、市民のみなさんの
絶大なるご支援をいただき、将来の岡谷にとって大変革
期と言うべき重要なこの時期に、みたび市政の舵取りを
担当させていただくことになりました。 
　お寄せいただきました市民のみなさんの信頼と期待に
こたえるべく、「市民と共に歩む明朗で開かれた市民本
位の市政」を原点に、新たな決意と情熱をもって公約の
実現に全力を傾注してまいる所存であります。 
　現在岡谷市では、目指す将来都市像を「人と自然が共
生する健康文化産業都市」とした第３次岡谷市総合計画
の後期基本計画の策定に取り組んでおります。 
　福祉・教育の充実、産業の活性化、都市基盤整備など
の前期５か年の実績を踏まえながら、芝浦工業大学新学
部の誘致、災害に強いまちづくり、環境負荷軽減の取り
組み推進など、岡谷市の恵まれた自然や都市機能の集積
を活かしながら、更に活力と魅力にあふれたまちづくり
に市民総参加で邁進してまいります。 
　また、地方分権という大きな流れの中にあって、諏訪
６市町村合併は、地方自治体の行財政強化と、住民と行
政との協働のまちづくり推進のため、ぜひとも成し遂げ
なければならない最重要課題と捉えておりますが、その
選択にあたって重要視すべきは市民のみなさんの総意で
あります。 
　現在、合併に関してみなさんのより深いご理解をいた
だくため、市内21区において市民懇談会を順次開催いた
しておりますし、11月中旬には18歳以上の全市民を対象
に住民アンケート調査を実施いたします。 
　合併の是非はもとより、合併に対する期待や不安、合
併後のまちづくりへの提言など、市民のみなさんの合併
への思いや考えをより詳細に把握し、次のステップへと
進めてまいります。 
　合併を夢のあるものにするため、岡谷市が今後どうな
っていくのかを明確にし、すべての市民が安心して心豊
かに暮らせるまち、住んでみたい、住み続けたい、強さ
とやさしさを備えたまちづくりをめざしてまいります。 
　今後とも、岡谷市政進展のため、直面する行政課題に
積極果敢に取り組んでまいりますので、市民各位には一
層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げまし
て、市長就任３期目にあたってのごあいさつとさせてい
ただきます。 

岡谷市長選挙 

林 
を
終
了
。
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
選
挙
会

で
、
林
新
一
郎
候
補
の
当
選
が
決
定
し
ま

し
た
。 

 

当
選
証
書
の
附
与 

　
選
挙
の
日
の
翌
日
９
月
22
日
、
午
前
９

時
30
分
か
ら
市
役
所
で
当
選
証
書
の
附
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
市
、
議
会
関

係
者
ら
が
見
守
る
な
か
で
、
高
木
市
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
林
新
一
郎
氏
に

当
選
証
書
が
附
与
さ
れ
ま
し
た
。
林
市
長

は
、
選
挙
戦
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
３
期
目

に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
再
選
さ
れ
た
林
新
一
郎
市
長
の
任

期
は
、
平
成
15
年
９
月
29
日
か
ら
と
な
り

ま
す
。 

ごあいさつ 
岡谷市長 

　林　新一郎 

市長選挙の投票状況 
男 女 計 
人 人 人 投票当日 

の 
有権者数 

投票者数 

21,751 23,189 44,940

人 人 人 

10,656 12,098 22,754

人 人 人 

11,095 11,091 22,186

％ ％ ％ 

48.99 52.17 50.63

棄権者数 

投 票 率 

有効投票 

無効投票 

22,242 票 

512 票 

当選証書附与式 

　い 

　　　　　　　　　　　　まいしん 
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